
■岐路を進む■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 435号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ご挨拶とお誘い 

 

先週は予想通り、弾丸旅行の疲れが出て、笑恵館でウダウダ暮らしました。 

旅行の帰路あたりから咳が止まらなくなり、夏風邪気味でした。 

8/12は連休の合間で誰も来ないので、笑恵館で久しぶりに雀卓を広げ麻雀教室を開催しました。 

中学生の初心者が、アガリ手を写メに収めるのを、大人たちが微笑ましく見守っていました。 

・ 

今週は台風 7号の動きが気になりますが、8/18～19は、長野県飯田方面に焼肉屋探検にお邪魔します。 

8/20は、終日いづみ（横浜反町）で作業予定。 

その他は笑恵館に来ていただける方大歓迎ですが、お誘いいただければどこへでも参上いたします。 

ご連絡をお待ちしています。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：岐路を進む 

 

2012年に創業した日本土地資源協会（ＬＲ）が、今、岐路に差し掛かっている。 

いや正確に言うと、いいかげんに停滞を辞め、前進を再開すべき時が来ている。 

すでに、停滞の原因やその排除法について、議論は尽くされている。 

今必要なのは、踏ん切りと言うか、ひと押しと言うか、いつも僕がやっていることだと判っている。 

そこで今日は、良い訳せず、この作業を進めたい。 

ざっくり「これまで」を振り返り、「これから」を宣言したい。 

・ 



2012年 Tさんから相談を受けたのが、「笑恵館の立ち上げと子供に相続しない永続運営」の実現だった。 

僕はその時点で法人化が必須であることを直感し、Tさんと共に「一般社団法人日本土地資源協会」を設立した。 

翌 2013年には、運営組織である「笑恵館クラブ」を設立し、2014年春には「笑恵館」を開業した。 

その後約半年間の試行期間に得られた数値データを基に事業計画を策定し、2015 年 1 月には「賃貸借による所

有権取得契約」を締結した。 

この契約の目的は、笑恵館を当協会に寄付した状態をシミュレーションすることで、Tさんに対し笑恵館以前の

賃料収入を上回る管理報酬を実現し、現在に至っている。 

あとは笑恵館を法人に寄付する際に発生する「譲渡所得税の免除」を実現するため、内閣府に「公益申請」を

提出し「公益法人成り」を目指した。 

・ 

ここまでは、とんとん拍子で進行したのだが、内閣府にて 2つの挫折が待っていた。 

まずは、笑恵館の「会員制のみんなの家」という事業自体が、不特定多数を対象とする公益事業の必要条件を

満たさない。 

これに対し、僕は「そもそもコミュニティとは不特定多数を意味しておらず、この国だって日本人の会員制同

然じゃないか」と反論したが、「そんなことは国会で言ってください」とばっさり。 

念のため、「公益法人に対する譲渡所得税の免除」について確認すると、「それは税務署長判断なので、回答で

きない」とそっけない。 

だが、この挫折により「公益という安易な御旗に依存してはならない」という気づきを得て、僕は早々に公益

申請を取り下げた。 

・ 

その後数年は、事業の構築と笑恵館クラブの啓発に注力し、次第に事業永続化の手応えを確信してきた。 

そして迎えた 2018年 9月、僕は笑恵館事業スキームを携えて世田谷税務署に赴き、一般社団法人に対する相続

課税とその免除についてみっちり指導を受けることで、現在の法人事業スキームに到達した。 

だが、この時点で脱相続の道筋は明確になったものの、譲渡所得税の減免は断念することにした。 

そもそも僕が目指すのは節税や税逃れではなく、現状の社会制度が求めている「有るべき姿」を模索すること

だ。 

「個人所有の財産に対し、所有者死亡のたびに相続課税する」のは、「継承すべき財産の法人所有を国が推奨し

ている」と解釈したっていいじゃないか。 

そしてこの解釈を「手前勝手」と言われないよう、広く発信して信を問う、それが今日の本題だ。 

・ 

論点を整理してみよう。 

1905年に日露戦争の戦費調達を目的に施行された「相続税法」には、1886年に施行された「華族世襲財產法」

との関係から「家督相続（富の集中）に対する減免措置」があったが、戦後の改正により世襲の概念は排除さ

れ、富の再配分を所得とみなす税法となった。 

だがこれは、あくまで個人への富の集中を防ぐためであり、法人への集中を妨げない。 

また、相続を含む個人同士の財産譲渡に譲渡所得税が課税されないのに、個人から法人への譲渡に課税される

のは、それがあくまで個人が将来売却するまでの繰り延べ処理であり、永続保有の可能な法人に対して繰り延

べないのは理解できる。 

実社会においても、個人所有の財産が永続的に継承されている事例は見当たらない。 

まさに現代の社団法人は、相続税施行以前の家制度を継承する仕組みと言える。 

・ 

話を本題に戻そう。 



まず、相続税と譲渡所得税についての僕の見解はこうだ。 

相続税は、個人への財産集中を防ぎ再配分する仕組みなので、分割や売却を望まない人は個人所有を辞めるべ

き。 

譲渡所得税は財産の売却益に対する所得税なので、永続保有を目指す法人に譲渡する場合の課税は免れない。 

上記に基づき、下記の 2点を宣言する。 

１．日本土地資源協会は、分割や売却を望まない土地所有の法人化と、所有法人の設立支援もしくは当法人に

よる土地所有に取り組む。 

２．上記を望む所有者は、当協会に所属し当該土地の担当者となることで、固都税相当額で当法人より当該土

地を賃借し、自由に所有権を行使できる。 

・ 

よっしゃ、この宣言に基づいて、全てのＬＲプロジェクトを再起動する。 

ご意見、ご質問、大歓迎。 

 

https://nanoni.co.jp/20230813-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はすべて空いてます） 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 

（火）08/15 なのに（世田谷）作業日 

   交流◎：10-15時 笑恵館 deプール（笑恵館） 

（水）08/16 なのに（世田谷）作業日 

   交流◎：10-15時 笑恵館 deプール（笑恵館） 

（木）08/17 なのに（世田谷）作業日 

   会議×：10-12時 HFA定例会（恵比寿） 

   交流◎：10-15時 笑恵館 deプール（笑恵館） 

   交流◎：13-18時 なるほどデイ（笑恵館） 

   交流◎：18-20時 持ち寄り食事会（笑恵館） 

   会議〇：20-22時 AR・Qミーティング（オンライン） 

（金）08/18 なのに（各所）作業日 

   訪問×：20-22時 焼肉視察（飯田） 

（土）08/19 なのに（各所）作業日 

   交流◎：13-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

（日）08/20 なのに（世田谷）作業日 

   会議×：10-12時 100smiles定例会_2日（いづみ） 

   交流◎：12-18時 いづみ交流会_2日（いづみ） 

（月）08/21 なのに（世田谷）作業日 

   会議×：18-20時 なのにMTG（成城） 

 

■今後の予定 



08/22 会議〇：20-21時 LR定例会議_4火（オンライン） 

08/24 交流◎：10-12時 笑恵館 deシネマ_4木朝（笑恵館） 

08/24 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

08/24 交流◎：19-21時 笑恵館 deシネマ_4木夜（笑恵館） 

08/26 交流◎：13-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

08/26 交流〇：18-20時 住人食事会_4土（笑恵館） 

08/27 交流〇：10-14時 名栗の森 OSC例会_4日（飯能） 

08/28 会議×：14-16時 LRL打合せ（反町） 

09/09 交流×：11-13時 松本国際高校グラウンド落成式（松本） 

09/10 会議×：10-12時 100smiles定例会_2日（いづみ） 

09/10 交流◎：12-18時 いづみ交流会_2日（いづみ） 

09/11 会議×：18-20時 なのにMTG_2月（成城） 

09/12 会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（オンライン） 

09/14 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

09/16 会議〇：10-12時 八島花文化財団理事MTG_3土（オンライン） 

09/21 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

09/21 交流◎：18-20時 持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

09/21 会議〇：20-22時 AR・Qミーティング_3木（オンライン） 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 



一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://www.localrepubliclabo.com/ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


